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は じ め に

　20世紀後半のドイツの社会学者であるニクラス・
ルーマンは，その仕事をより効率的にするために

膨大な索引カード箱を所有していた．さまざまな
キーワードと，それにまつわるメモ書きが書かれ
たカードを，順序立てて箱のなかに収納し，必要
なときに任意のカードを取り出して参照すること
ができるのが，索引カード箱である．我々は現代
において，コンピューターのファイルやフォルダ
にデータを収納し，必要に応じてそれらを開き情
報を取り出している．両者はデータのインプット
とアウトプットの仕組みにおいて非常に類似して
いる．本稿は，この索引カード箱がコンピュータ
ーのデータ処理機能の前身であるという仮説を立
て，ルーマンとコンピューターの関係を明らかに
することを目的とする．
　ルーマンは1927年12月 8日にリューネブルクに
生まれた．1946年から1949年まで法学を学び，リ
ューネブルクの上級行政裁判所とニーダーザクセ
ンの文部省に勤める．その当時彼は 1つ目の索引
カード箱を作り始めた．1960年から1961年までハ
ーバード大学の社会学者タルコット・パーソンズ
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Zusammenfassung

 Der Zettelkasten hat eine Funktion: aus einer großen Menge an Zetteln kann man sofort einen 
beliebigen Zettel herausfiltern. Gilt dieses digitale Verweisungssystem als frühes Modell eines 
Computers? Das Projekt des Niklas Luhmann-Archivs digitalisiert seinen Zettelkasten als Datenbank im 
Internet. Dort findet man ein großes Netzwerk der ungeheuren Zettelmenge. Sein Zettelkasten wandelt 
sich somit zum Alter Ego, und zwar  in Gestalt eines Kommunikationspartners, der über ein 
selbstständiges, geschlossenes System verfügt. Dieser Gedanke kommt aus der kybernetischen 
Ideenwelt, die aus seinen Werken erschlossen werden kann. Sein Zettelkasten hat sogar das Potential, 
sich zur Künstlichen Intelligenz zu entwickeln.
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のもとで学び，彼のシステム理論に多大な影響を
受けた．1968年にはビーレフェルト大学で社会学
の教授となる．ユルゲン・ハーバーマス，テオド
ール・アドルノ，ハンス・ブルーメンベルクなど
と交流しながら彼のシステム理論を発展させた．
とりわけ影響を受けた人物としては，1960年代は
パーソンズ，1980年代はウンベルト・マトゥラー
ナ，ハインツ・フォン・フェルスター，ゴットハ
ルト・ギュンター，1990年代はジョージ・スペン
サー＝ブラウンが挙げられる．ルーマンのシステ
ム理論は社会学のみならず，政治学や倫理学，法
学などにも影響を与えた．1998年11月 6日，ビー
レフェルトにて亡くなる．彼の残した遺稿からは，
いまだに重要な原稿が公刊されている（Jahraus et 

al. 2012: 1－3, 7）．

Ⅰ 索引カード箱とはなにか，その歴史

　17世紀ハンブルクの哲学者であり自然科学者で
もあったヨアヒム・ユング（1584－1657）は本の抜
粋をキーワードとともに八つ折り判の用紙にメモ
していた．彼はそれらの抜き書きを集め， 1つの
束にし，彼の弟子たちはこれを抄録本にした．ユ
ングの生徒の 1人はカードの管理の方法としてよ
り効率的であるカード棚を発見した．それはイギ
リスの教師でありピューリタンでもあったトマス・
ハリソン（1595－1649）が発明したものだった．長
めの棚に両開きの扉がつけられており，骨組みに
大文字のアルファベットで資料の位置がマークさ
れている．ドイツの法学者であるヨハン・ヤーコ
プ・モーザー（1701－1785）はハリソンに続いて，
よりフレキシブルなカード箱を作成した
（Zedelmaier 2015）．
　ルーマンはそれにオリジナリティを加えた．そ
れはカード箱を「コミュニケーション可能な機械」
とする考え方である．ルーマンの「索引カード箱
とのコミュニケーション」という1981年の論文が
この考えを表している．

Ⅱ ルーマンの索引カード箱

　ビーレフェルト大学社会学部が運用するウェッ
ブサイトであるニクラス・ルーマン・アーカイブ
（Niklas Luhmann－Archiv https://niklas-luhmann-

archiv.de/，2021年 5月 1日の第 5版を閲覧）はル
ーマンの索引カード箱のデジタル化プロジェクト
を行っている．プロジェクトは，オンラインで閲
覧可能であるが，彼の手稿とカード箱をデータバ
ンクへと移行させ，インターネット上で公開する
というものである．並行してルーマンとカード箱
についての論文も発表されている．とりわけニク
ラス・ルーマン・アーカイブに所属する研究者で
あるヨハネス・シュミットの論文は，ルーマンの
索引カード箱について詳細に説明しているため，
以下これを参照しつつルーマンの索引カード箱が
いかなるものであったかを述べる．

　ルーマンは膨大な索引カードの所有者として有
名であり，総数は 9万枚にも及ぶ． 6つの索引カ
ード箱があり，それぞれに 4つの引き出しがつい
ている．大きく 2つに分けられ，1951年から1962

年の間につくられたZK1と1963年から1996年につ
くられたZK2とに分けられる．後期のものは，21

の引き出しから成り，1～11の整理番号をつけられ
ている．後期のカードの総数は 6万6000枚にも上
る．見出しは 1万6000，キーワードのリストは約
300ある（Schmidt 2013: 85）．
　そこからルーマンはそのつど任意の情報を取り
出すことができる．彼は「索引カードの作成には
本を書くよりも時間を費やす」（Luhmann 1987: 

143）とまで言う．
　カードの種類は，メモ用紙，文献目録，キーワ
ードのリスト，その他の 4つに分けられる．カー
ドの大半はメモであり，本の情報や引用などが自
由に書き込まれている．ZK1には文献がおよそ
2000タイトル書き込まれており，ZK2 には 1 万
5000タイトルある．文献が書かれているカードの
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裏にはたいていそれらにまつわるメモが書かれて
いる（Schmidt 2013/2014: 169－171）．
　それぞれのカードには彼によってカード番号が
書き込まれている．たとえば57,12のカードの続き
は57,13となるが，57,12に情報を追加したい場合
は，57,12aというカードを挿入できる．さらに追
加する場合は，57,12a 1 となる（Luhmann 1981: 

224）．
　索引カード箱で重要なのは情報の参照機能であ
る．ルーマンはそれぞれのカードにカード番号を
記載していたが， 1枚のカードに別のカードの番
号を書き込むこともあった．こうして 2枚のカー
ドが番号によって結びつけられる．参照システム
の種類は 3つに分けられ，個別参照と集合参照，
そして分類構造内の参照がある（Schmidt 2013: 89 

ff.）．それぞれにつき以下，例を挙げる．例にとっ
たカードはニクラス・ルーマン・アーカイブのウ
ェッブサイトで見ることができる．
　個別参照の例としてはカード番号ZK 1の16，3

を挙げうる．16番のカード群は主権がテーマとな
っている．このカードには12,5という別のカード
番号が書かれており，12番のカード群は組織と法
律がテーマになっている．こうしてあるテーマを
扱うカードから，別のテーマを扱うカードを参照
し，別々のテーマを結びつけることができる．
　集合参照の例は，ZK 1の17（2）に見られる．こ
のカードにはイデオロギーというテーマが挙げら
れている．そのもとに，このテーマを扱ったカー
ドが集められている．たとえば，54,2のカードや
71,2gのカードなどが参照されている．このよう
に，共通するテーマを扱うカード群を一気に参照
できるのが集合参照である．
　最後は分類構造内の参照だが，これにはZK 1の
17,11eが当てはまる．これは17番のカード「イデ
オロギー」という大分類から枝分かれした17,11

「イデオロギー論のシステム内位置」という小分類
のカードの 1つである．17,11eには17,11を分析す
るさまざまな視点が列挙されている．「イデオロギ

ーのシステム内位置」についての分類構造のなか
で，さまざまな視点を扱うカード群の目次として
機能しているのが，分類構造内の参照である．
17,11eから17,11eAや17,11eB，17,11eCなどのカ
ードへと枝分かれしていく．たとえば17，11eに
ある 1つのメモの末尾にアルファベットのDがつ
けられているが，これはカード番号17の11eDを参
照せよという意味である．
　別の 1枚のカードを参照するのが個別参照，大
分類につけるカードリストが集合参照，小分類に
つける目次が分類構造内参照，とシュミットは分
けて考えているようである .

　ニクラス・ルーマン・アーカイブのウェッブサ
イトでは，以上のような参照構造がうまく表現さ
れており，もともとバラバラである多くのカード
が，別のカードと結びついているのが分かる．
　シュミットはルーマンの索引カード箱のみを扱
っているが，ルーマンと同時代のドイツの 2人の
思想家，フリードリヒ・キットラーとハンス・ブ
ルーメンベルクのそれと比べると，ルーマンのカ
ード箱の特徴が良く分かる .　キットラーとブルー
メンベルクはまた別の方法でカード箱を構成して
いる．どちらのものも，マールバッハ・ドイツ文
学資料館によってアルファベット順に管理されて
いる．たとえばカードの見出しがゲーテだった場
合はGのカード箱におさめられている．
　キットラーの索引カード箱の場合，カードのジ
ャンルは，引用，作者名，概念，事物，生き物，
感情などと区別されている．しかし，それぞれの
カードには主に書誌情報しか書かれておらず，ル
ーマンのように文献についてのコメントやカード
番号は書き込まれていない（Hron & Stingelin 

2013: 51）．
　ブルーメンベルクの索引カード箱も非常に大き
く，ブルーメンベルクは 3万枚ものカードを所持
していた．彼は本を読むときには，カード箱に入
れるために興味深い場所に下線を引き，それを抜
粋してカードに書き込んでいた．最初彼は 1つの
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抜粋につき 1枚のカードを使用し，そこにコメン
トや関連するキーワードを書き込んでいた．時代
順，あるいはテーマ毎に整理していたが，カード
が膨大になっていくにつれて時代やテーマによる
分類を排して，さまざまなキーワードを一括して
アルファベット順に並べるようになっていった．
ただし，これによってメモが散逸したり断片化す
る危険もあった（Blumenberg 2009: 91 ff.）．
　ブルーメンベルクのカードを彼自身がアルファ
ベット順に管理していたかどうかには疑問が残る．
というのも，多くのカードに番号がつけられてい
る か ら で あ る（von Bülow and Krusche 2013: 

116）．この番号はアルファベットと関係なく独自
の秩序を形成している．番号のつけられたカード
にはときどき別のカードのカード番号が記入され，
関連づけられている．なお，彼はルーマンの論文
「索引カード箱とのコミュニケーション」をコピー
し，いくつかの文章にアンダーラインまで引いて
いる（von Bülow and Krusche 2013: 113）．ブルー
メンベルクはルーマンがどのように索引カード箱
を管理していたのかを，確実に知っていた．

Ⅲ コミュニケーションパートナーとしての 
索引カード箱

　ルーマンによれば，コミュニケーションが成り
立つ前提として，異なる情報を持つ他者，コミュ
ニケーションパートナーが必要であるという．人
がコミュニケーションをするときには，そこに信
頼が生じる．問題となるのは，索引カード箱がコ
ミュニケーションパートナーに値するような存在
であるかどうかということになる．カードを整理
するにあたりカード番号を用いることで，複雑性
の縮減が可能になる．複雑性の縮減はルーマンの
社会システム理論に重要なテーマである．印刷技
術とマスメディアが発達してきた現代においては，
我々が到底捉えきれないほど膨大な情報が溢れて
いる．これに対応するためにはより効率的な情報
整理の技術が必要になる．索引カード箱は情報を

秩序づけ，独自のデータバンクを構築する．これ
によって膨大な情報を整理することができる．索
引カード箱であるからもちろん索引としての機能
もある．すなわち必要な情報を素早く取り出すこ
とができる．ルーマンの索引カード箱の長所の 1

つは，任意の箇所にカードを追加できることにあ
る．たとえば 5番のカードと 6番のカードがある
とする．この間に 5 aや 5 a 1といったように，追
加で任意の新しいカードを挿入することができる．
これらの技術を通して，ルーマンの索引カード箱
には第二の記憶と呼べるもの，別の自己が出現す
る．コミュニケーションパートナーとしての第二
の自己が現れる．索引カード箱はその製作者から
独立した存在であり，独自にその思考を発達させ
ていく．カード箱内の情報がさらに多くなり複雑
性を増していくことでカード箱は新たな様相を見
せる．索引カード箱のなかでカード同士が連結し
ていく．カード箱はその自立性を獲得し，コミュ
ニケーションパートナーとなる．それは独自の創
造性すら手に入れる（Luhmann 1981）．

Die neuen Ideen ergeben sich dann aus den 

verschiedenen Kombinationsmöglichkeiten der 

Zettel zu den einzelnen Begriffen. Ohne die 

Zettel, also allein durch Nachdenken, würde ich 

auf solche Ideen nicht kommen. （Luhmann 

1987: 144, Schmidt 2013: 86を参照）
新しいアイデアは個々の概念についてのカード
の多様な組み合わせから生まれる．カードなし
では，つまり思案するだけでは，新しいアイデ
アは思いつかないだろう．（山﨑訳）

　ルーマンにとって索引カード箱は単なるデータ
処理の道具ではなく，新しいアイデアを生み出す
ためのパートナーであった．

Ⅳ ルーマンの索引カード箱とコンピューター

　ルーマンは主にコンピューターではなく手書き
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かタイプライターで仕事をしていた．なぜかとい
うと，コンピューターが突然故障し，すべてのデ
ータが失われてしまうのではないかという不安が
あったからである（Baecker 2001: 597）．
　ルーマンはノイマン型コンピューターの機能に
ついて知っていた（Luhmann 1997: 375）．しかし
あくまでもコンピューターの内部システムは彼に
とって「不可視の機構」（ルーマン 2009: 604）で
あり，ブラックボックスであった．彼がコンピュ
ーターを扱っていたかどうかは定かではない．コ
ンピューターよりも索引カード箱で仕事をしてい
たことからも予想できるが，プログラミングにつ
いての知識はなかったと考えられる．それにもか
かわらず，ルーマンの索引カード箱とコンピュー
ターが深くかかわっていることが認められる．

1．索引カード箱論に見られるコンピューター
システム

　ルーマンが索引カード箱について述べたことの
なかには，コンピューターシステムを思い起こさ
せるような表現が見られる．シュミットはそれら
に言及し，ルーマンの索引カード箱とコンピュー
ターを結びつける .

Durch das multiple storage－Prinzip und die an 

Hyperlinks erinnernde Verweisungstechnik 

simulier te Luhmann trotz der analogen 

Speichertechnik also schon seit den 1950 / 60er 

Jahren ein modernes, computergestütztes 

Datenbanksystem. （Schmidt 2013/2014: 175）
マルチストレージ原理と，ハイパーリンクを思
わせるような参照システムによって，ルーマン
はアナログな保管技術にもかかわらず，1950，
60年代からすでにコンピューターによる現代的
なデータバンクシステムをシミュレーションし
た．（山﨑訳）

　シュミットはルーマン自身がこの参照システム

を論じた文言に注意を向ける（Schmidt 2016: 4）．

Es gibt also keine Linearität, sondern ein 

spinnenförmiges System, das überall ansetzen 

kann. （Luhmann 1987: 143）
つまりここには線形性はない．あるのは，あら
ゆる場所に張りめぐらせることができる蜘蛛の
糸のような形のシステムである．（山﨑訳）

　すなわち彼の索引カード箱はインターネット
（world wide web, webは蜘蛛の巣の意）のような
ネットワークを形成し，収納したデータを取り出
すだけでなく，カードからカードへと縦横無尽に
アクセスすることができるのである．

　ここまでシュミットの研究を参照しながらルー
マンの索引カード箱とコンピューターの関係を探
ってきた．シュミットは索引カード箱とコンピュ
ーターに類似性があることを認識していたが，ル
ーマンとコンピューターのかかわりについて深く
論じてはいない．筆者は先ほど引用した「線形性
（Linearität）」概念と，ルーマンの主著『社会の社
会』（Die Gesellschaft der Gesellschaft）におけるル
ーマンのコンピューター論，そして彼がサイバネ
ティクス思想から受けた影響を踏まえながら，以
下，彼の索引カード箱とコンピューターの関係に
ついての考察を深めたい．

2．線　形　性
　線形性という概念はコンピューターを論じるう
えで重要である．ルーマンは線形性に触れつつ，
彼自身の仕事ぶりをコンピューターに例える .

Insofern arbeite ich wie ein Computer, der ja 

auch in dem Sinne kreativ sein kann, daß er 

durch die Kombination eingegebener Daten 

neue Ergebnisse produziert, die so nicht 

voraussehbar waren. Diese Technik, so glaube 
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ich, erklärt auch, warum ich überhaupt nicht 

linear denke und beim Bücherschreiben Mühe 

habe, die richtige Kapitelfolge zu finden, weil 

eigentlich ja jedes Kapitel in jedem anderen 

Kapitel wieder vorkommen müßte. （Luhmann 

1987: 144 ff.）
入力されたデータから，予測できない新しい答
えを出すという意味で，コンピューターは創造
的でありうるが，私もコンピューターのように
仕事をしている．私はこう思うのだが，この技
術は，なぜ私が全く線形的に考えず，本を書く
際に正しい章立てをするのに苦労しているのか
を明らかにしている．なぜならば，本来それぞ
れの章の内容は，他のすべての章において再三
出てくるはずだからである．（山﨑訳）

　哲学者であり科学者でもあるクラウス・マイン
ツァー（1947－）はコンピューターについて論じた
著作のなかで線形性に触れている．彼は線形性を，
y＝axというグラフが表すような直線に見る．マ
インツァーは，コンピューターは物理学のカオス
理論から影響を受けており，カオスと非線形性は
19世紀の物理学ですでに出現していたものだと述
べている．また，複雑性の縮減にも言及している．
たとえばビッグデータは通常のコンピューターで
は処理できないほど膨大な情報の塊である．スー
パーコンピューターによるビッグデータの処理を
使用して，そのような複雑性を縮減し，市場のト
レンドに素早く反応し，店のモデルをつくること
ができる（Mainzer 2016）．
　20世紀の哲学者ヴィレム・フルッサー（1920－
1991）はマインツァーと異なり，線形性を本に見
る．彼は『線形性の危機』（Krise der Linearität）
において，線形性は本の時代の特徴であると述べ
ている．たとえば本の文章は，アルファベットを
並べて一列の行を形成する．人は文章を書くとき
に文字を直線的に並べて書く．この行為によって，
人は文章を書くように物を考えるようになった．

すなわち，ひとつひとつ順序立てて論理的に思考
するようになった．しかしテクノロジーの発展に
ともない線形性は消滅していった．写真術は光を
化学的な粒子に反応させ，粒子の集合体が画像と
なる．写真やテレビ，コンピューターディスプレ
イの画像は線ではなく，点の集合体である．バラ
バラな点の集まりである写真やディスプレイが時
代の中心になっていく．すると人の思考様式もそ
れに合わせて変化する．もはや順序立てて論理的
に物を考える思考様式ではない．現代の人々は線
ではなく，点の集まりで物事を考える．出来事を
順序立てて並べながら世界を把握するというより
も，たくさんの写真を頭のなかで積み上げていく
ことによって世界を把握する（Flusser 1992）．
　上に引用した通り，ルーマンはもはや線形的に
物を考えていない．したがって順序立てて章立て
することができない．それは，彼が仕事するにあ
たって，本よりも索引カードを使っているためだ
と考えられる．カードは写真のように 1枚 1枚バ
ラバラである．つまり，その 1枚 1枚を頭のなか
で積み上げていくことによって思考することにな
る．フルッサーのいう写真を頭のなかで組み合わ
せていく思考が，ルーマンの場合には索引カード
によって行われている．索引カード箱は，フルッ
サーのいう本の線形性を超越した，非線形的なシ
ステムである．

3．デジタル性
　これを，索引カード箱からデジタルなコンピュ
ーターへの移行と言い換えるならば，そもそもデ
ジタルとはなにかという問題を論じなければなら
ない．図書館，書庫などの文献のデジタル処理を
テーマの 1つとするデジタル・ヒューマニティーズ
の研究者でもあるジュビレ・クレーマー（1951－）
は，デジタル・ヒューマニティーズの基本的なテ
ーゼを説明した論文において，そもそもデジタル
とはなにかということに触れている．
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Was bedeutet ‚digital‘ ? ‚Digital‘ ist prozessual  

zu begreifen, somit als ‚Digitalisierung‘ zu 

verstehen: Ein Kontinuum wird in disjunkte 

Einzelelemente zerlegt, die dann nach arbiträr 

gesetzten Regeln kombinierbar und re kom bi-

nier bar sind. Schriften－insbesondere al pha nu-

me  rische Schriften－bilden Prototypen des 

Digitalen. （Krämer 2018: 9）
「デジタル」とはなにか？「デジタル」はプロセ
スとして把握されるべきであり，したがって「デ
ジタル化」として理解されなければならない．
ある連続するものが分離した個々の要素に解体
されるが，それらの要素は任意に定められた規
則にしたがって組み合わせ可能であり，もう一
度分解して組み合わせることも可能である．書
かれた文字，とりわけアルファベット文字・数
字が，デジタルなもののプロトタイプを形成す
る．（山﨑訳）

　つまり，デジタル性は，連続するものを一度バ
ラバラにし，それらを任意の規則で組み合わせ，
再構成することである．クレーマーによれば，デ
ータバンクは，なにか最初と最後があって物語性
を持つものではなく，たとえば辞書や電話帳のよ
うな形でデータが保管されているものである．た
だし，ある情報をデータ化するには，数字や日付
などによってコード化されるような要素がなけれ
ばならない．データは，それを見る人が全体を一
度に見られるようにするため，ビジュアル化され
なければならない．たとえばそれはグラフや表，
カードといった形でビジュアル化される．またい
わゆるネットワークは，複雑な組織や構造の関係
性，すなわちデータの集合体を，人間の目にもわ
かるように構成したものである（Krämer 2018: 9）．
　本と索引カード箱との違いの 1つがデジタル性
である．索引カード箱はたしかにコンピューター
のような電子機械ではない．しかしながら，その
本質はデジタルである．クレーマーに従えば，デ

ジタルデータの特徴は，離散的，バラバラだとい
うことである．本は何枚ものページのまとまりか
らつくられるものであり，統一性と連続性がある．
反対に索引カード箱のカードは離散的であり， 1

枚 1枚のカードが独立している．
　ルーマンの索引カードは，カード番号が付与さ
れていることによってデータ化されていると言え
る．ニクラス・ルーマン・アーカイブによるルー
マンの索引カード箱のデジタル化とビジュアル化
は，こうしたデジタル・ヒューマニティーズの文
脈からも捉えることができる．カード番号を持つ
ルーマンのカードは，カード番号を持たない索引
カードに比べ容易にコンピューター上でデータ化
され，現代的なインターネット上のデータバンク
として機能するのである．

4．サイバネティクス
　ルーマンの思想とコンピューターの関係を論じ
るうえで，機械の通信・制御を生物の神経伝達な
どと比較して両者の同一性を研究するサイバネテ
ィクスの影響は看過できない．すでに論じた通り，
ルーマンは索引カード箱をコミュニケーションパ
ートナーと捉えていた．索引カード箱を自律する
第二の自己と捉える発想は，サイバネティクスの
考え方によるものであろう．
　彼によれば索引カード箱は「サイバネティクス
的なシステム」であり，「無秩序と秩序の組み合わ
せであり，塊のような集合体と予測不可能な，そ
のときどきのアクセスのなかで実現された組み合
わせ」である（Niklas Luhmann－Archiv, Zettel 9/8, 

Schmidt 2016を参照）．シュミットもこの点に着目
していたが，サイバネティクスの歴史から索引カ
ード箱を考えはしなかった．
　ルーマンのサイバネティクス的なシステムには，
チリの生物学者であるウンベルト・マトゥラーナ
（1928－2021）とフランシスコ・ヴァレラ（1946－
2001）が生み出したオートポイエーシス概念の影
響が見られる．オートポイエーシスとは，有機体
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が自分自身を作り上げるプロセスであり，自らを
再生産し続けることによって，有機体のなかで自
律的なネットワークが生まれる（Luhmann 1997: 

65）．そのプロセスは外部から独立しており，独自
のシステムを作り上げる．ルーマンはこれを踏ま
え，自己を再生産し続けるフィードバックシステ
ムを持つ社会システムという考えを生み出した．
ルーマンは，同様に自律したシステムとして，索
引カード箱の参照システムを捉えていたと考えら
れる．カード箱のなかでカード同士が互いに自動
的に結びつき合い，独立した世界が生まれるので
ある．
　外部と隔てる境界を持つ独立したシステムとい
う考えは，ジョージ・スペンサー＝ブラウン（1923-
2016）の代数学にもある．

この代数学は，円を描いて閉域をつくること，
閉域の一方から他方へ移動するためには特殊な
操作が必要であること，内外をそれとして指定
するためにはどちらかを内として指定する「指
示」が必要であること，ひとたび境界を横断し
たものも，再度境界を横断し直すことで，内外
の区分を改めて実行すること（再参入）が骨子
となっている．（河本 2010：86）

　これはルーマンの社会システム理論に援用され
ている．ルーマンは社会を独立したシステム群の
集まりと考えており，各々のシステムは境界を持
ち，他のシステムから独立している．あるシステ
ムが外部のシステムから影響を与えられるときに
は，情報の選別という操作が行われている．たと
えばニュースであれば，入ってきた情報が新しい
ものであるかそうでないかが選別の条件となり，
古い情報は排除され，新しい情報のみがシステム
に組み込まれることになる（ルーマン 2005）．
　マトゥラーナとヴァレラのオートポイエーシス
理論は，サイバネティクスの提唱者であるノーバ
ート・ウィーナー（1894－1964）の考えに基づいて

いる．ウィーナーのサイバネティクスを，マトゥ
ラーナとヴァレラが有機体に応用し，生命体につ
いてのシステム理論を発展させた．ルーマンはこ
の理論を社会システム理論に展開した．つまり，
ルーマンのテクノロジー論の根底には，ウィーナ
ーのサイバネティクスがあった（Kittler 1994: 

112）．
　こうしたサイバネティクス思想はAIを想起させ
る．1946年から53年にかけてアメリカで開催され
たメイシー会議は通称サイバネティクス会議と呼
ばれ，サイバネティクスの提唱者であるノーバー
ト・ウィーナー，情報理論の創始者であるクロー
ド・シャノン，ノイマン型コンピューターをつく
ったジョン・フォン・ノイマンなどが参加した．
彼らはコンピューター理論の歴史を語るうえで欠
かせない人物たちである．第一回の会議で扱われ
たテーマの 1つが人間の脳とコンピューターとの
比較であった（Edwards 1997: 190）．
　ルーマンに影響を与えた物理学者ハインツ・フ
ォン・フェルスター（1911－2002）もこの会議に参
加しており，その後1958年，イリノイ大学で生物
コンピューター研究所を設立した．この研究所に
はマトゥラーナやヴァレラも所属していた（橋本 

2010：100）．
　ルーマンはサイバネティクス会議に関心を抱い
ていた．会議で論じられた AIについての考えは，
彼の主著である『社会の社会』のテクロノジーを
論じた章に見られる．

Bereits in den Kybernetik－Konferenzen der 

50er Jahre war formuliert worden, daß man 

menschliches Bewußtsein als Maschine 

konstruieren könne, sofern nur präzise genug 

angegeben werden könne, was die Maschine 

leisten solle. （Luhmann 1997: 303）
一九五〇年代のサイバネティクス会議において
すでに，次のような定式化がなされていた．人
間の意識を機械として構築できるのではないか．
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そのためには，機械がなすべきことを，十分精
確に示すことができさえすればいいのだ，と．
（ルーマン 2009：339）

　ルーマンは，サイバネティクス会議におけるAI

についての議論は結局のところコンピューターを
どうプログラミングしていくかの問題にすぎない
と評価する．

Die Forschungen über »Künstliche Intelligenz« 

befassen sich mit der Manipulation von 

»Symbolen«, nicht mit der Formierung von 

Sinn. （Luhmann 1997: 522）
人工知能についての研究が取り組んでいるのは，
記号を操作することであって，意味を形成する
ことではない．（ルーマン 2009：595）

　彼にとってより重要なのは，コンピューターが
コミュニケーションに与える影響である．コンピ
ューターによるコミュニケーションの特徴は，入
力されたデータが計算を介して出力された情報と
大きく隔たっていることである．打ち込まれたデ
ータからなにが出力されるかは誰にもわからない
（ルーマン 2009：346）．

Ob die Erfindung des Computers, die ja 

zunächst nur die Kontrollmöglichkeiten im Sinne 

des Vergleichs von Informationen mit 

Gedächtnis nochmals erweitert, daran etwas 

ändern kann, ist nicht sicher vorauszusehen. 

（Luhmann 1997: 411）
コンピューターの発明によってもたらされたの
は，さしあたって，情報と記憶とを比較すると
いう意味でのコントロール可能性がさらに一段
拡張されたということだけだった．それによっ
てなにかが変わるのかどうかは，まだ確実には
見通しがたい．（ルーマン 2009：473）

　フェルスターによれば，記憶は単にそのままの
姿で取り出されるものではない．記憶は現在の状
況に依存してそのつど選択され，想起されるもの
である．その記憶は現在の状況との兼ね合いで変
化していく（橋本 2010：102）．
　索引カード箱が第二の自己として機能する背景
には，メモを書き込んだときのデータと，それを
取り出すときの情報が，過去と現在の差異によっ
て変化するプロセスがあると考えられる．索引カ
ード箱から情報を取り出すときには，常に新しい
発見が期待できる．ルーマンにとってそれは，自
分の知らないこと，気が付かなかったことを教え
てくれるパートナーである．このプロセスはコン
ピューターの導入によってさらに発展していくこ
とになる．
　ルーマンにとって索引カード箱とコンピューター
は，創造的なパートナーになりうるという意味で
同じである．前述のように，ルーマンは当時のAI

研究に不満を持っていたが，それは，AIがコミュ
ニケーションの問題とどうかかわるかが議論され
ていなかったからであった．索引カード箱を第二
の記憶，あるいは第二の自己とする発想は，やは
りAIの議論に着想を得たものと考えられる．索引
カード箱とコミュニケーションの関係およびコン
ピューターとコミュニケーションの関係は，ルー
マンなりのAI研究としても捉えられるであろう．

結　　　び

　ルーマンにとって索引カード箱は創造性のある
大切なコミュニケーションパートナーであった．
索引カード箱のなかでは，カード同士が相互に結
びつき合い，独立したネットワークを構成する．
この自律的システムは，データ処理機械としての
コンピューターに類する．ここに，第二の自己と
も言えるコミュニケーションパートナーが生まれ
る．ルーマンのサイバネティクス的な発想は，入
力されたデータを計算するだけではない，現代の
AIにつながるような索引カード箱を生み出した .
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